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【要旨】
中学校における暴力問題は,非常に深刻である。さらに社会に目をやると児童虐待事
件や家族間の殺人事件など,身近に暴力行為が蔓延している。中学生とい う時期は暴力
行為が非常に起きやすい時期である。だからこそ,暴力行為を予防するための学習を行
うべきであると考える。本プランは,①将来に亘り「暴力行為」を引き起こさないよう
にする。②暴力を振るう主体だけでなく,教師をはじめ周囲の相互作用に着目し,主体の
行動変容を促す。③プランの実施により学校,教師,生徒が元気になる。以上の３点を目
的に 学校が暴力行為の予防に全校を挙げて取り組むプ ランを開発した。
教師の研修においては,意識調査をもとに必要とされる研修内容を考慮したことで，
積極的な取り組みを促すことができた。内容はSVPP  (School Violence Prevention
Program) と名付け,教師向けと生徒向けのプログラムに分かれる。教師は職員研修を
中心として暴力行為発生のメカニズムを学び,さらに個々がスキルアップし,生徒への
対応が変化した。一方,生徒もプログラムにより暴力に対する考え方を多面的に捉え，
一部の生徒に攻撃性の抑制がみられた。アンガーマネジメントのプログラムでは,暴力
行為の原因とされる怒りとストレスを自分でコントロールするトレーニングを行った。
これには,将来を見据えた長期的なプログラム効果も期待される。
検証として,因子分析およびプログラム実施前後の攻撃性の変化をみるために対応
のあるｔ検定を行った。その結果パ 警戒心」「身体的攻撃」の ２ 因子に有意差がみら
れた。なお,対象学年の暴力行為件数は昨年度と比べると大幅に減少した。検証からい
くっ かの課題もみられ今後,プログラムの改良を行い,より総合的な効果が期待される。
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１章　　 問題 の所 在とプ ランの 目的
1-1　暴力行為の現状
近年,児童生徒の「暴力行為」が深刻な問題として注目されている。文部科学省の定
義によれば,暴力行為とは「自校の児童生徒執 故意に有形力（目に見える物理的な力）
を加える行為」である。2009 年度の文部科学省の問題行動調査によれば,暴力行為が
小中高全体で過去最多となり,6 万件を超えたことが報告された。学校種別では小学校
が7U5 件,中学校は４万3715 件,高校は１万83 件で冲 学校が突出している。(Fig.l)
校内暴力の発生学校数をみると冲 学校では43.0% と,約２校に１校で発生している状
況となっている。発生件数のみで各発達段階における暴力の出現特性を論じることは
できないが,中学生の時期は暴力が顕在化しやすい時期と捉えることができる。
2009 年の10 月には兵庫県伊丹市,11 月には沖縄県 うるま市において冲 学生の集団
暴行事件で被害者の中学生が命を落とすという悲惨な事件が発生した。その後も中学
生の暴力事件は引き続き発生しており冲 学校において暴力行為は身近で深刻な問題
となっている。
文部科学省は｢ 暴力行為の増加は規範意識の
欠如などが背景にあり,憂慮すべき状況である｣
として,地域と連携して早期の対応に努めるよ
う全国の 教育 委員 会 に通知を 出した。 有村
(2010) は,暴力行為の増加を背景に周囲との人
間関係づくりの未熟さから感情のままに行動し
てしま う傾向があると指摘している。また,学校
関係者のなかには,家庭が経済的困難を抱えた
なかでの基礎学力の課題や食事などの問題も要
因の一つであると捉えられる者も少なくない。
(2010 年　神戸新聞)
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Fig.1 小・中・高校の暴力行為発生件数の推移
(産経新聞　2010 年９月14 日朝刊)
1-2　現在の荒れと学校現場の課題
暴力行為はかつて「校内暴力」と呼ばれていた。 1980年代はじめから中頃にかけて
「荒れる学校」の問題として注目されていた眠 いじめや不登校の問題に注目が移り,80
年代後半からはそれほど焦点があてられなくなっていた。ところが,90年代後半から大
きな事件が学校で起き,再び注目されるようになった。暴力行為との関連の深い少年非
行の動向に目をやると,現在は戦後４番目の波にあたり,その特徴として沖村（2010）
は普段は問題がないと思われていた少年がいきなり重大な非行や罪を犯す「いきなり
型非行」をあげている。いわゆる不良と呼ばれていた少年たちが暴力行為などの問題
を起こしていた時代に対して,現在は「普通」と思われる少年が突然に「キレる」など，
予測できない問題行動を引き起こすことが多い。したがって,暴力行為も荒れた学校の
みで起こるのではなく,どんな学校でも,どんな生徒でも起こりえるものと考えなけれ
ばならない。また,暴力行為は発生件数という量的なこと以上に被害者を重体や死に至
らすまで暴行するという質的な変化が問題であり,そのことが教師の精神的負担を増
大させている。
八並・国分（2008）によると暴力行為は学校の荒れと関係性が深く,特に対教師暴力
が多発すると,指導基準が徹底できないことから,組織的な生徒指導の展開が困難な状
況が生まれる。さらに規範意識が低下し,学校組織が機能せずに崩壊するという最悪の
事態となるケースも多い。 2010年度に実施したＡ市での教師の意識調査（Ａ市内11
校256人を対象に調査）においては，「現在,生徒からの暴力行為に対して脅威を感じ
ながら仕事をしている」という教師が26％にものぼり( Fig. 2) ,「過去に生徒からの
暴力行為に対して脅威を感じて仕事をしていたことがあった」という教師について
は,67
％という高い数字が示された(Fig. 3)。暴力の脅威を感じて仕事をしなければな
，らない状態は精神的に極めて厳しい状態にあり,些細なきっかけで教師の自己崩壊（バ
ンーアウト）に陥ることもある。「学校基本調査報告書」において平成20年度の教師
の精神疾患による休職者数は全国で5,400人に達しており,国際労働機関（ＩＬＯ）が
かつて指摘したように「教師は戦場なみのストレスにさらされている」と言える。
新井(1999)は子どもだもの急激な変化と教育を取り巻く環境の変化を背景回教師
が厳しいストレス状況にあり,教師としてのアイデンティティを見いだせぬままに今
教師として生きることの難しさが広がっていると指摘している。さらに,教師のバーン
アウトは個人の問題というよりも,その人が働いている組織の環境の間題である面が
強いという。学校が荒れている状態でも,教師が共通の目的意識を持ち,組織的に取り組
んでいれば個人は壊れにくいが,組織がバラバラになった時には,ひたむきで真面目な
教師ほど崩壊してしまうケースがみられる。まさしくそこに,学校現場の課題がある。
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Fig.2　現在,暴力行為 に脅威を感じてい る教師 （人）　　Fig.3　 過 去に暴力 行為に脅威 を感じたことがある教師 （人 ）
1-3　本プランの目的
本プランの目的は次の３点である。第一は,生徒が将来に亘り「暴力行為」を引き起
こさないようにすることである。第二は,暴力を振るう主体だけでなく,教師をけじめ周
囲の相互作用に着目し,変化を促進することである。第三は,協働意識のもとにプログラ
ムを実施することで,教師にプ ラスの作用が働き,ひいては生徒を含め学校全体を元気
にすることである。
「怒 り」の感情はパワーとしてプラスに働くこともあるが,多くはストレスとなり，
他人を傷つける暴力行為へと至ることも少なくない。暴力行為は,被害者にとっても加
害者にとっても,その後の人生を変えてしまうほどの重大な影響を及ぼすものであり，
家族や周囲の人間もまた傷を負 うことになりかねない。時に,被害者が加害者に対して
深い憎しみや復讐心を抱くこともあり,永遠に暴力が繰り返されることも集団レベル
では頻繁に起きている。さらに,暴力の被害者になった子どもが,後に加害者になるとい
うこともみられる。しかし,怒りの感情への適切な対処法や,暴力行為防止に関する学校
全体の取り組みは,極めて少ないのが現状である。中学生の精神的に不安定な時期に
自分の怒りの感情をコントロールするトレーニングや暴力行為の予防的な学習を行 う
ことの重要性は言うまでもない。なぜなら,暴力行為の攻撃性をそのまま適切な援助を
行わずに成人に達した場合,DV  (ドメスティック・バイオレンス）や児童虐待につな
がる危険性も少なくないからである。したがって,生徒が将来に亘り「暴力行為」を引
き起こさないようにするための働きかけを行 うことを本プランの第一の目的とする。
第二の目的は,教師が暴力行為のメカニズムを理解し,危機意識を高めた上で,教師と
生徒双方が自己理解および他者理解を深め,対人的なスキルを向上させることである。
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暴力行為を起こす主体だけを問題視し,学習を通じて行動変容を図るだけでなく,その
主体と関わる周りの人間も考え方や接し方を見直すことで行動変容が促されると考え，
相互作用に注目した点に本プランの特徴がある。
公立中学校では,一つの学校がいつまでも落ち着いた状態でいることは殆どなく,数
年のサイクルで荒れが起きる。また,いつも荒れて落ち着かない学校でも,落ち着いてい
る学校でも,程度の差こそはあれ教師に対する指導不服従や暴言など,暴力行為へ至る
前兆がみられることは多い。暴力行為といっても,いきなり対教師暴力に及ぶケースは
少なく段階的な流れがある。八並・國分(2008) は,学校が荒れる前兆として生徒間暴
力が多発し,その後,教師への指導不服従や暴言が発生すると指摘している。どんな生徒
でも突然に荒れはじめる可能性を内包した現在の学校状況から,本プランは荒れてい
る学校のみを対象とするものではなく,どのような状態にある学校に対しても,また全
ての生徒を対象として実施するものとして構想された。
さらに,暴力行為や学校の荒れと教師の崩壊は無関係ではない。したがって,暴力行為
予防のためのプログラムを実施することで,少しでも教師のなかにポジティブな意識
が高まることで,生徒への関わりにプラスの作用が働き,学校全体が元気を取り戻すこ
とが,本プランの第三の目的と考える。
第 ２章　　 暴力行為 の心理学的理解
2-1　攻撃性と暴力について
暴力行為と関連する概念として「攻撃性」が挙げられる。攻撃性は青少年期の暴力
行為への影響度が強い個人的な要因のひとつである。大測（2000 ）は「攻撃」を「他の
個体に対して危害を加えようと意図された行動」と定義し，「攻撃性」とは,そ うした行
動や反応が生み出される内的な心理過程を指すものとしている。一般的に 攻撃性とは
怒りや敵意などを含む心理的杵|生のことを指すが,廣井(2002)は,「危害行為を生じさせ
る心的過程または,心的エネルギー」と捉えている。「攻撃」行動は危害行動として示
されるものであるが,心的エネルギーまたはその内的過程としての「攻撃性」は,必ずし
も危害行為につながるものではなく,むしろ人間の存在,成長にとって必要不可欠なエ
ネルギーであるとい うのである。
一方,文部科学省の定義によれば,暴力行為とは「自校の児童生徒が,故意に有形力（目
に見える物理的な力）を加える行為」であるとされる。本研究においては，「暴力」を
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藤岡（2008）に倣い，「自分の欲求や感情を冲目手の欲求や感情は無視して,より強力な
パワーを背景に一方的に押し付ける行動」と定義する。具体的内容については,余語
(1999)を参考に「個人,または集団に対する身体的加害。個人または集団の所有物に
対する加害も含む」ものとする。心理的加害を暴力に含める場合もあるが,身体的暴力
（だたく,蹴る,ものを破壊するなど）に限定して使用することとする。
多くの先行研究において「暴力」は動物の本能であるのか,学習で身につくものなの
かが論議されている。リテラシー（読み書き能力）の欠如が暴力を生むという説もあ
るが,大測（2000）は,野生動物の多くはなわばりを維持し,配偶者を獲得するなど,様々
な目的のために攻撃エネルギーを用いるが,仲間に致命傷を与えて種の存続を危うく
しないよう,その力を注意深くコントロールしていると指摘している。そう考えると，
人間ほど暴力を簡単に使う生き物は存在しないといえる。理性的動物といわれる人間
であればこそ,学習によって暴力行為をコントロールすることができるはずであり,そ
れが中学校における喫緊の課題でもある。
2-2　暴力行為発生の心理過程
暴力行為の発生にはフラストレーション（欲求不満）の発生が根底に存在すると考
えられる。さらに「怒り(anger)」「敵意(hostility)」「攻撃性(aggressiveness)」それぞ
れの感情が大きく関係している。そもそもフラストレーションは人間が生きていく上
で避けることのできないものであるが,そのために引き起こされる行動は周囲の対応
によって変わってくる。学校において多くの生徒はフラストレーションが発生した時
に他人の何らかの行動や言動に触発されて怒りの感情が沸いてくると考えられる。そ
の怒りを覚えた状態で,自分にとって納得のいかない態度や言葉を受けると,攻撃性や
敵意が芽生える。さらに過去の対応や人間関係で嫌いなものが関わることにより敵意
や攻撃性は大きくなり,怒りの感情は増加する。この状態で生徒の中に攻撃に対しての
自制心や理性が働かなければ,暴力行為という攻撃行動に移ろことになる。「キレル」
という暴力行為もあるが,その場合においても,フラストレーションの発生に関連して
怒り,敵意,攻撃性が絡んだ状態で発生していることが多い。中には生徒自身がフラスト
レーションを自分の内面で抑え込み,暴力を回避する場合もあるが,殆どの生徒はその
解決方法を知らない。
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生徒の畢
参考　橋本典久(2008)
Fig. 4　生徒の暴力行為発生までの心理過程
人間の暴力行為では,事件が重大な結果になるまで対処できない場合が多く,その原
因として,藤岡は「関係の閉鎖性」を挙げてい る。身近な対人関係はそのなかで人間が
生活し,体験し,学び合い,伝えていく場であり,その影響は喩えようもなく大きい。した
がって,学校において教師は生徒との関係の重要性をあらためて認識する必要がある。
第 ３章　　 暴力行 為予 防のための実践プ ラン の全体
3-1　予防の３段階
予防とは,単に気をつけておくことではなく,第一次予防として「原因を取り除くこ
と」，第二次予防として「早期に発見して早期に対処する方策を講じること」，第三次
予防として「被害をできるだけ小さく抑えること」をさす。コミュニティ心理学の危
機対応の３段階，「プリペンション→インターペンション→ポストペンション」とい う
考え方に依拠して,暴力行為の予防への取り組みを整理すると次のようになる(Fig. 5)。
①プリペンション(prevention : 予防活動）
暴力についての加害者,被害者の心情を考えさせることで精神的な抑止効果を生む。
暴力に移る前の怒り（ストレス）の状態を頭で理解し,暴力行為への移行を自分自身で
抑制するためのトレーニングや学習を行う。
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Fig.5　暴力行為予防のための概念図
・職員対象
①教師のカウンセリングスキル
②危機意識の向上とセルフプロテクション（護身技能）
③クライシスアンテナの共有（危機意識）
・生徒対象
①暴力防止教育・非行予防エクササイズ
②道徳の学習
③アンガーマネジメント
②インターペンション(intervention : 危機介入）
暴力に関する情報を感知して,回避する。危機を察知する教師の感度を上げる。（ク
ライシスアンテナ向上）また,発生時には被害を最小限にくい止め,迅速に解決する。
・クライシスアンテナの向上
・発生時の基本対応（安全の配慮,複数対応,信頼関係のある教師の対応）
・関係機関との連携による適切な行動
③ポストペンション(postvention : 事後対応）
暴力事件が起きて一応おさまった段階で,問題を完全に解決するための,中･長期的な
対策を含め,二次被害や再発防止に向けた対策を行う。
・暴力行為被害者への事後対応とカウセリングによる心のケア
・加害者への指導およびカウンセリング
・周囲の生徒へのケア
◇
3-2　本プランの構図
先行研究では,暴力行為を起こす主体に注目してノー シャルスキルや対人関係能力
の低さ,言語能力の乏しさを原因としてアプローチする取り組みが多くみられる。本プ
ランにおいては,暴力行為の主体となりうる生徒個人の前に教師に焦点をあてだ研修
を実施することからはじめる。教師の関わり方を捉えなおすことが生徒個人の暴力行
為を予防することにつながると考えるからである。 Fig. 6では,生徒の暴力行為発生ま
での各プロセスにおいて,教師が対応することができる行動や解決法を示した。
暴力行為の発生までに教師の対応ひとって,生徒の怒りのレベルが減少することや，
暴力行為まで至らずに問題解決が進打こともある。また,暴力行為が発生した場合にお
いても,適切に対応をすることで,二次的被害を最小限にくい止めることもできる。しか
し,実際には生徒が興奮した状態にあるとき,その指導に入った教師の言動によって生
徒が暴走し暴力を振るう場面も見受けられる。興奮した生徒の暴力の導火線に教師白
らが火をつけてしまい大爆発を起こさせる状態である。そこで,本プランにおいては，
教師が暴力行為の発生する心理過程を理解した上で,それぞれが個人的対応能力を向
上させ危機管理意識のレベルを上げることを第一の目標とした。そのうえで,生徒を対
象としたプログラムを実施し,心理面,社会面からの暴力に対する予防的な働きかけを
行う。
MAX l
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?
?
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一一 一
Fig.6　暴力行為発生までの心理過程と教師の
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関係機関と逗携対応
第 ４章　　 ＳＶＰＰ （学校におけ る暴力予 防プ ロ グラム）の実施 と効果
4-1　SVTPP （ＳｃｈｏｏＩ Violence Prevention Program)の概要
プログラムを構想するにあたって,まず学校現場の教師の意見を聞き,組み込むこと
を重要視した。事前の意識調査から,職員研修に「暴力行為発生時に役立つ実技研修が
あればいいと思う」とい う意見が64 ％あった（fig.7）。その結果をもとに,プロテクショ
ンスキル（護身技能）の実技を伴った職員研修を外部機関に協力依頼して実施した。
また，「教育相談やカウンセリングで暴力行為は減らすことができる」という意見が
66％あったことを受けて(fig-8),スクールカウンセラー（SC ）と検討した結果，「カ ウ
セリング基礎技能」を習得するための研修を企画して実施した。その他,筆者が学校現
場で生徒指導主事として感じていた,教師それぞれの危機意識レベルの温度差をなく
すための研修と生徒向けのプログラムにも組み込んだアンガーマネジメントを職員研
修として実施した。
職員研修を行う上で個人のスキルアップだけでなくパ 暴力行為の予防」とい う共通
の目的を意識することで,教師集団に協働性が芽生えることもプラスアルファーの効
果と思われる。教師SVPP を実施することで,教師の個人対応能力が向上していき,生
徒の微妙な心情や行動の変化を感じる危機対応意識が職場レベルで向上する。
生徒向けのSVI ）Ｐ では道徳と学活を活用して,非行予防におけるエクササイズや,暴
力行為に対しての学習も行った。多面的なアプローチによって,暴力行為抑制のための
幅広いオプションを持つことをねらいとした。特に,アンガーマネジメントにおいては，
セルフトレーニングをすることにより,生徒の内面からの変化が起きることが予想さ
れる。こうしたプログラムの実施によって,教師と生徒の関係にも変化が生じ,学校の安
心・安全が促進されることが期待されるプログラムと考えることができる(Fig. 9)。
質問３：讎昌研修に護身技能などの騏力行為
発生時に役立つ実技研鰹があればいいと 思う
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Fig. 7　研修に護身技能があればいいと思 う教師( 人)
質問 ６：教育 相談やカ ウンセリン グで暴力行
為は 鰔ちすこ とができる
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Fig. 8　カ ウンセリングが暴力 行為減少に有効と考える教師(人)
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Violence　Prevention Program(学校における暴力予防プログラム)
教師の個人的対応力の向上・教師ＳＶＰＰ①－一一カウンセリングスキル向上（教育相談研修にて実施）
・教師ＳＶＰＰ②－一一クライシス･アンテナ感度向上（生徒指導研修にて実施）
・教師ＳＶＰＰ③ セルフプロテクションスキル向上(生徒指導研修にて実施)・ SVPP ④ － 一 一 ア ン ガ ー マ ネ ジ メ ン ト に つ い て （ 教 育 相 談 研 修 に て 実 施 ）
危 機 管 理 能 力 の レ ベ ル ア ッ プ
・ 生 徒 の 暴 力 行 為 に 対 す る 基 本 マ ニ ュ ア ル の 確 認 （ 共 通 意 識 ）
・ ク ラ イ シ ス･ ア ン テ ナ シ ー ト の 作 成 一活 用
■　　　　 ■■■■■■■ ㎜㎜ ㎜■㎜■㎜㎜■㎜■㎜ ㎜■■■■■■ 　 ■ ■■㎜■I㎜■㎜■㎜■㎜■■■J････.㎜■㎜■㎜■㎜■㎜■■
生徒への暴力行為の抑制・生徒ＳＶＰＰ①－一一非行予防エクササイズＩ【暴力による被害者の気持ちを考える】(学活)
・生徒ＳＶＰＰ② 内容項目(2-2思いやり)自作資料｢みんなの気持ち｣(道徳)一生徒ｓｖＰＰ③－－－アンガーマネジメント（学活）
・生徒ｓｖＰＰ④－一一非行予防エクササイズｎ【非行について】（学活）
㎜㎜　　　 ■　　　　　　　　 ㎜ ㎜ ㎜■■■■㎜■　 ■■　　　　　　 ■ 　■■･■㎜■■■■■･■■■･･･■■･･■･■ ･■■■■■㎜■■㎜　　　 　　　　　　 ㎜　 ㎜ 　 ■㎜㎜■■■■■ ■■
学 校･ 教 師･ 生 徒 の 安 定 化( 安 全)
Fig. 9　学校における暴力行為予防プログラムの全体図
4-2　教師向けプログラムー個人的対応力の向上
（1）カウンセリングスキル（教師ＳＶＰ①）
教師が生徒との関係性を築くために,まず教師が生徒から話を聞くことができる関
係をつくることが肝要である。教師は指導者という立場に置かれているために,自然と
生徒に対してアドバイスをしなければならないと思ってしまう。そのために,生徒との
懇談などは一方的に話をしてしまいじっくり話を聞くことが難しい。したがって,生徒
の相談や話を聞くための基礎的なカウンセリングスキルの習得が必要となる。具体的
には生徒が話しやすいようにあいづちや目線,生徒との位置関係や距離感などを学校
スクールカウンセラーと連携し,職員研修で取り組んだ。生徒が担任教師と懇談をする
場合や,生徒指導を行う場面で活用できるものであった。また,ちょっとした日常の会話
でも,教師が気にすることで,生徒との関係が微妙に変わっていく。
実際に研修（教師SVPP①）を実施後に教育相談週間があり,担任を中心に生徒とマンツーマンでカウセリングを行った。その結果,9割の教師が「カウセリングスキル向
上研修が役に立った」とアンケートにおいて回答した。
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（2）クライシスアンテナ（教師SVPP②）
教師の危機管理意識は個人による違いがあるが,生徒の状態を観察したり変化を敏
感に感じたりすることは,教師として持つべき能力のひとつである。生徒は問題を抱え
た場合に何らかのサインを出すことが多い。しかし,そのサインを感じるための感度は，
教師によって様々であり,この違いは学校の生徒指導が機能するかどうかという点に
おいて重要である。ひとつは教師が行う指導のバラつきや,生徒が感じる教師に対する
不公平感さにつながる。さらに感度が低く生徒のサインを見逃すことで,その後に大き
な問題や事件となり,学校全体が揺らぐことも珍しくない。
そこで,教師それぞれが持っている危機意識をアンケートによって出し合った。出た
意見をKJ法によって項目ごとに分けて,一覧表を作成した(Fig. 10)。それぞれ感性や
感覚によって異なる危機意識を知ることで,今まで自分が感じなかった部分を確認す
ることができた。そのことで教師としての危機（クライシス）察知のためのアンテナ
が高くなると捉え，「クライシスアンテナ」と命名した。クライシスアンテナは学校の
生徒指導を行う上で,問題行動への早期発見･早期対応という点て,重要な機能を果たす
ものと考える。
また,新任や若手教師において,予防的生徒指導の指標となるべきマニュアルとして
も活用ができる。
その他
いい所を見つけて褒めてあげることも予防としては大切！
Fig. 10　A市Ｂ中学校の教師が出し合ったクライシスアンテナ
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（3） セルフプロテクションスキル（教師SVPP ③）
危機の発生時（生徒の暴力行為発生時）に教師が落ち着いて適切に行動することは
必至である。しかし,実際にその状況で冷静に行動をするためには,定期的に防災時々救
急救命などと同じように実技を伴った訓練が必要となる。教師向けSVPP ③では,外部
機関（警察・CAP) の協力による「リスクマネジメント（危機管理）能力向上のため
の実技を伴う研修」としての取り組みを行った(Table.  1)。
Table. 1　危機管理能力向上のための実技を伴う研修
段階 時間 活動内容
はじめに び 校長より挨拶
講義 1y 『リスクマネジメントの必要性』パワーポイントによる説明
実技研修
講師：地域警察生活安全課２名
4(y 不審者や生徒が暴れている場合を想定した実習
・実技指導
・基本的な行動
・注意事項
《準備晶》イス,消火器,ほうき,モップ
質疑応答 1(y
感想 び 振り返りシーﾄ 記入
（4） アンガーマネジメント（教師SVPP ④）
安藤（2008）によると「アンガーマネジメント」は1970 年代にアメリカで始まり，
当初は,単純に「怒りをコントロールすること」が目的であったが,今ではアメリカの
大企業で500 社以上が社員研修として取り入れ,自分の感情をコントロールするスト
レスマネジメントのひとつとして普及している，よりよい生活,仕事,人間関係を手に
入れるための心理教育プログラムである。日本の学校現場においても,暴力行為予防の
ためのプログラムとして嘉ノ海ら（2007）により研究・実践されている。
4-3　危機管理能力のレベルアップ
教師個人の対応力が向上したあとに重要なのは,集団としての指導と方向性の共通
理解である。殆どの学校は４月の職員会議に生徒指導の方針および指導方法の共通理
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解を行っている。しかし,新年度には人事異動により教師集団のメンバーが変わり,生徒
の状態も大きく変わるために,年度の中盤に再度指導方法の確認と基本マニュアルの
改善を行うことの意義は小さくない。上地（2003 ）は学校危機対応の意義として「事
前の予防的対応に備えが十分であれば,その被害を最小限にくい止めることができる」
とし,普段の準備の重要性を指摘している。
そこで，「クライシスアンテナ」を実用的に活用するために 「クライシスアンテナシ
ート」を作成した。教師により態度や関わりを変える生徒は多く,それぞれ教師が気に
なる生徒をチェックして,より情報を共有することで予防的生徒指導につながると考
えられる。
か4　生徒向けプログラムー暴力行為の抑制
（1） 非行予防エクササイズＩ（生徒SVTPP ①）
生徒向けSVPP ①は,暴力行為における犯罪の被害者やその周囲にいる人の気持ちに
なってみるプログラムである。特に生徒へ考えさせたいのは,被害者にはその大を愛す
る家族や友人がいて,その大たちまで深い傷を負ってしまうことを認識させる。後半は
新聞記事から身近な暴力事件を通じて,事件を防ぐための方法をグループで話し合わ
せる。話し合い活動により,自分と違う意見や考え方に触れ,より高い意識レベルになる
ように教師は支援して進める。
授業において，生徒は事件後に残る被害者の空虚感やＰＴＳＤ を伴った恐怖の気持ち
に気づくことができた。さらに,被害者の周囲にいる大たちが,深く悲しむことに共感し，
加害者には憎悪を抱いた。生徒からパ 加害者を殺したい」とい う復讐心の意見がでる
ことに留意したうえでプログラムを進める必要かおる。その時の教師の対応昿 プログ
ラム実施において重要なポイントになると思われる。
（2） 道徳 「みんなの気持ち」の授業（生徒ＳＶＰＰ②）
主題を「思いやり」にした自作資料を取り扱い,集団での関わりにおいて自分の弱い
部分に気付き,集団を意識して行動できる広い心を育てることをねらいとする。資料で
は主人公の気持ちと行動を中心に考えさせる。本資料のまとめでは,主人公が感情をコ
ントロールできずに暴力行為に至ったことが事件の原因であることを押さえ,次回の
アンガーマネジメントへつなげる。
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生徒の感想をみると，［何があっても手を出したらダメだj と，トラブルの原因であ
る暴力行為に価値を見出す生徒が多くいた。もう一方で,資料終盤のr みんなが謝って
感動した」とい う仲間の思いやりの心に価値を見出す生徒もみられた。ねらいとして
は,両方の価値に気付くことができるように指導することが求められる。
（3） アンガーマネジメント（生徒SVPP ③）
トレーニングに入る前に「アンガーマネジメント」についての説明を行 う。「怒り」
の感情についてマイナス面だけでなく,怒りを自分のパワーやエネルギーに変えて成
功するなどプラスになる働きもあることも伝える。しかし,怒りがマイナスに働き暴力
行為を引き起こすことも少なくない。その怒りが沸き起こったときに 自分自身で対応
するための方法がアンガーマネジメントである。
トレーニングは，周囲と協議しながら以下の５つのワークを実施する。
①　怒り（ストレス）を書きだす（複数ある場合は番号を記入する）。
②　怒り（ストレス）のレベルを10 段階で考える。
③　怒りを分析する（自分で変えられるのか・自分にとって重要なのか）
④　怒る価値かおるのかを冷静に考えなおす。
⑤　怒りを自覚し,対処法を学ぶ。
また訃 レーニングを進めるなかで周囲と話すことも,6 つ目のトレーニングになっ
ていることを知らせる。人へ悩みやストレスを話すことで「少し気分が楽になった」
とい う感想を持った生徒もいた。
プログラムの中心課題として，「コアビリーフ（思い込み）の書きかえ」についての
グループ学習を行 う。怒りを左右するものに,コアビリーフが関係していることが多い。
例えば「朝,母親が起こし忘れた」とい う怒りは,“母親が起こすのが当然”というコア
ビリーフが前提にあり怒りが発生する。このコアビリーフを“朝は自分で起きるもの”
とい うように,書きかえをすることで怒りは発生しなくなる。それどころか,朝寝坊した
時に母親が起こしてくれるとづ ありがとう」という気持ちになる。これ鶴 「コアビリ
ーフの書き加えj である。トレーニングは,常に自分の判断で行い,深く考えで 悩まない
ように注意をする。このプログラムはパ 怒り」の感情を自分でコントロールすること
ができることを知るだけでも学習する意味があると思われる。
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（4） 非行予防エクササイズｎ （生徒s ｖPP ④）
「非行」は辞書によると「青少年の,社会の決まりなどにそむく行為」である。そこ
で犯罪について考えさせ,裁判所による刑罰の処分を受けることを説明する。少年犯罪
においては犯罪理由の殆ど昿 他人への責任転嫁であることや,最終的に自分の行動に
責任を持ち,他人へ迷惑をかけないことが非行予防であることを伝える。少年処遇の流
れを説明するときに,家庭裁判所には調査官とい う存在かおり,社会として少年の将来
を前向きに考えて処遇を決めることの意味について考えさせる。自分だもの将来を大
切にすることが幸せになることを強調して,プログラムのまとめとする。
この授業は,専門的な内容に触れるために学年生徒を一斉に集めて行った。はじめに
エクササイズとして，「犯罪さがし」をワークシートに記入した。答え合わせをしなが
ら犯罪や刑法についての学習を行った。生徒は,鑑別所や少年院といった施設の説明を
言葉は知っているが,詳しくは知らないために興味深く耳を傾けていた。
4-5　プログラムの効果検証（結果・考察）
（1） 調査対象および調査方法
Ａ 市Ｂ 中学校に在籍する３年生240 名（男子135 名,女子105 名）を対象に,無記名
自記式の「攻撃性」に関する質問調査を行った。質問紙は,朝のＨＲを利用し,学級担任
の教示のもとに実施した。調査時期は,プログラム開始前の９月上旬とプログラム実施
後の10 月上旬である。所要時間は10 分程度であった。回答に記入漏れのあったもの
を除いた202 名 （男子114 名,女子88 名,有効回答率84.2%) を分析対象とする。
（2） 調査内容
攻撃性の測定には,嶋田ら(1998) の中学生用攻撃性質問用紙23 項目を用いた。こ
の尺度は,攻撃性の多面的特性を考慮した代表的尺度の一つであり,安藤ら(1999) に
よるBuss-Perry Aggression Questionnaire の日本版をもとに中学生用に作成された
ものであり,信頼性や妥当性が確認されている。回答方法は,各質問項目「とてもよくあ
てはまる」「よくあてはまる」「あまりあてはまらない」「まったくあてはま,らない」の
４件法である。
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（3）因子分析の結果
23項目に対して因子分析（主因子解・プロマックス回転）を施したところ,十分な負
荷量を示さない４項目を削除し,最終的に４因子が妥当であると判断した。(Table. 2)
第１因子は「人からバカにされたり,いじわるされたことがある」などという項目に高
い負荷量がみられたので“警戒心≒第２因子は「すぐに怒る,ちょっとしたことで腹が
立つ」などという項目に負荷量が高くみられたので“短気≒第３因子は「叩かれたり，
蹴られたりしたら必ずやりかえす」などという項目に負荷量が高くみられたので“身
体的攻撃≒第４因子は「やりたいと思ったことは,やりたいとはっきり言う」などとい
う項目に負荷量が高くみられたので“自己主張”と命名した。
Table. 2　攻撃性尺度の因子分析結果　主因子法　プロマックス回転
Ｉ【曹戒心】αと2.７５
９人からパカにされたり
．いじわるされたことがある　　　　　　.77
5友達に
、パカにされているかもしれない　　　　　　　　　、65
13本気でいやだと思う人がたくさんいる　　　　　　　　　、５８１愚口を囂う人が多いと息う　　　　　　　　　　　　.55
21ふだん仲良くても
、本当に困ったときに助けてくれない友達もいると思う　.51
17友邇の中にはいやな人が多い　　　　　　　　　　　、４５１【蝮佩】α＝Ｊ６
８すぐに怒る|まうだ　　　　　　　　　　　　　　ｰ.0a
12ちよつとしたことで馥が立つ　　　　　　　　　　　．１１右よく口げんかをする　　 』04すぐにけんかをしてしまう　　　　　　　　　　　　.26
23かっとなっても
．すぐにおさまる★ -.211
20友達とけんかをすることがある　　　　　　　　　　　．２８皿【轟体的蔵撃】ａ＝Ｊｓ
6叩かれた叭蹴られたりしたら必ずやりかえす　　　　　　　.042叩かれたら、叩きかえす　　　　　　　　　　　　.10
10からかわれたら
、叩いたりしたら必ずやりかえす 　.0a
22どんなことがあ７ても、人をたたいたり巓つたりしてはいけないと思う★　-.2a
Ｗ【自己主張】α＝.81
7やりたいと愚ったことは
、やりたいはっきり言う
11いやなど昏|廴いやだとははっきり言う3友漣の考えに賛成できないときは、はっきり言う
削除環目
14自分を守るためなら暴力をふるうのもしかたない
15じやまをする人がいたら文句を言う
18人に乱暴なことをしたことがある19友達と考えが合わないきは、自分の考えを通そうとする
因子相関??
?
?
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(4) プログラム実施前後の攻撃性の変化
202 名の生徒を対象に 対応のあるｔ検定を実施した。その結果，｢警戒心JO(201)
=  1.97,夕＜｡05)についてプログラム実施前よりも実施後の方が有意に高い得点を示し
ていた。また｢ 身体的攻撃J ( £(20l)=2.30, 夕＜｡05)についてはプログラム実施前より
も実施後の方が有意に低い得点を示していた。｢ 自己主張｣｢ 短気｣ に関しては有意差
がみられなかった(Table. 3)。男女別でみると,男子にのみ｢ 警戒心J　(  t(ll3)=3.21,
夕＜｡01),｢身体的攻撃J ( £(113)=2.39, 夕＜｡05)において有意差がみられた。｢身体的攻
撃｣ はプログラム実施後に有意に低くなり，｢警戒心｣ は高まった。
Table. 3　プログラム前後の攻撃性における変化
………1 …… 1
…
…… 汗 卜 卜 卜 土 ………
…
… …
卜 言…………E゛ ｀スト いい ）゛ 辷Ｅ …… ………
゛｀　 ．ｊ ゛ ’゛勹气こ ぃ’’・し 、勺 ｀ ‥‥‥‥ ‥‥ 二 匚 匸 、
警戒心
13､45
(3,61)
13.82
(3.32)
-1.97 ゛
身体的攻撃
9.11
(3.50)
8.62
(2.43)
2.30　 ゛
自己主張
8.22
<2.09)
8.12
(2 ﾊﾞ12)
0.92
短気
11.66
(3.28)
11.59
(3.24)
0.41
＊上の数字は平均値。下の（　　　 ）は標準偏差。 （･゛ ｐ＜｡05）
（5）考察
プログラム実施において,焦点化していた「身体的攻撃」が減少したことは一定の成
果と考えられる。ただ,男子に対してのみ効果がみられ,女子に対しては効果がみられな
かったことは,女子の身体的な攻撃性が男子に比べてもともと低かったことが要因の
ひとつと考えられる。また,プログラムの内容が男子に特徴的な身体的攻撃を中心に組
まれていたことも要因であると思われる。
プログラムを実施して「警戒心」の数値が高くなった。このことは,生徒が周囲の悪
口や暴言,暴力に対して敏感になった結果と思われる。これまで他人の暴言や暴力に対
してどちらかと言えば無関心であった生徒が,プログラムを通じて被害者の感情や周
囲の思いやりについて考えるようになったことで,周りの暴言,暴力に対して敏感に反
応するようになったためと思われる。女子については，「警戒心」「短気」の平均得点
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が男子に比べて高く,外的な刺激に敏感であることがわかった。ただし,そうした感情が
身体的攻撃へと移行することは少ないと思われる。しかし,身体的攻撃は低いものの内
面的攻撃に移行しやすいことに注意する必要があると思われる。
男子は攻撃性の発生から身体的攻撃に移行しやすく,本プログラムにおける暴力行
為発生までの心理過程の捉え方と重なるところが多く,その結果プログラム学習を通
じて抑制行動が働くようになったと考えられる。女子に特徴的な内面的攻撃（無視す
る,悪い噂を流す,孤立させる）を含んだ攻撃性の抑止をめざすプログラムを開発するこ
とが今後の課題である。
対象学年の暴力行為件数は一眸年度と比べると大幅に減少した。２ 年生の不安定な
時期から３年生への移行というプログラム以外の要因も考えられるが,実態的な数値と
して,一定の効果があったと考えられる(Table 4）。
Table. 4　A 市Ｂ中学校における暴力行為発生件数の変化
２ 勾E･（E 膠13 勾E ）
人 麦攵
こ全 ご4本
人 喪攵
ご
全 ご4本
彳牛 委攵
2009 年 度
（4J Ξi一一･IOJ司 ）
７ ７ 二人L Ｉ Ｏ;４ Ｌメこ ７８４牛
２ ０ １ ０ 年 廖
（4J ≡了一一・OJ 司 ）
２ ８ 人 ６ ０ 人 ３ ２ｲ ４ こ
＊　 プ ｎ グ フ ／ヽ 実 施 学 年 は 現 ３年 生 で あ る
＊　 暴 力 行 為 は 「 対 教 師 暴 力 」「 生 徒 間 暴 力 」「 対 人 暴 力 」「 器 物 損 埴 」に「 け ん か 」を 含 む
第 ５章　　 総合考察 と今後 の課題
本プランで取り上げた暴力行為予防プ ラグラムは,学校現場の教師が今必要性を強
く感じていることと,生徒が将来に亘って今学ぶべきことは何かを探っていくなかで
行き着いたテーマである。
教師は研修の必要性を感じているものの,多忙感を抱くなかでその意義や満足感を
得ることが少ない。その理由としては,マンネリ化しか研修内容やニーズに合った研修
が組まれていないことが挙げられる。今回のプログラムでは「暴力行為の予防」とい
う共通の目的意識に基づくテーマを設定したことで,教師の取り組みが積極的であっ
たと思われる。また,教師に対する意識調査をもとにニーズを探り,職員研修を企画しか
ことも,積極的な参加を促進する結果となった。さらに 調査を通じて学校現場の教員 が
実践的な研修を求めていることも分かった。
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生徒指導とい うと問題の後追い指導に陥りがちであるが,実際には予防的・開発的な
取り組みが重要であることはい うまでもない。しかし,学校の危機意識や危機管理とい
う予防活動が極めて重要な問題においても,学校現場では事件が起きた事後対応,事後
指導が殆どである。本プランでは,事前の予防的・開発的なプログラムを実施すること
で教員間の危機意識を高めるとともに,生徒の暴力行為への関心と理解を深めること
ができたと考えている。重要性は高いと認識されていても効果がすぐにはみえにくい
取り組みの場合,教師の意識の内面にその必要性の実感を伴った位置付けを図ること
が課題であると感じている。
様々な背景を持つ生徒が同じ場所で生活する学校は,異質なもののぶっ かり合いの
なかで暴力行為が起こりやすく,そのために深刻 な影響を相互に受ける可能性を持っ
た環境である。したがって,学校が暴力行為の予防に全校を挙げて真剣に取り組むこと
は,生徒の安心感・安全感を育むうえで大きな意味をもつものと考えることができる。
その点で,学年全体の協働のもとに実施された今回の一連のプログラム(SVPP) は一
定の効果があったと評価できる。生徒たちの今後の人生における長期的なプログラム
効果が期待される一面もあり,その検証ができないことは残念である。
生徒向けSVPP は暴力行為の予防的アプローチとして様々な効果が期待されるが，
これによりすべての暴力行為が解決されるわけではない。特に前章の考察で述べたよ
引こ,女子の内面的攻撃性に働きかけたプログラムの導入や,特定の生徒や グループに
焦点を当てた働きかけを具体化することが今後の課題である。
学校における暴力行為の発生は,学校崩壊だけでなく教師の崩壊へもつながりかね
ない大きな社会問題でもある。本プランの開発を通じて感じたことは，学校現場では
危機への対処にあたって即効性を求めがちであるが,重要なことは生徒の将来を見据
え,先の展望を持った教育を行 うことである。そのためには回り道に見えても理論や学
問的な知見を基盤とした時間をかけた地道な実践を具体化することが重要であると考
える。実践にあたっては,絆(social  bond) を意識し洞 僚や生徒との信頼関係を築くこ
とが不可欠の前提となる。
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次 に 身 逓 な 事 吽 か ら ｌ 蹕 行 為 を 粤 え て み よ う
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自全1 たＳに， どのよ う|こ儷良す6 かを， 瓦し○ ¶躪1 るカ か魯矍です, 学禎や● 竄
１ ●q な●IIこついて， 血分仍Ｓ ●と 廴て 膕LI い, Ｓ 儿る よう14 た いものです ，
そＵｔ ，こｈ から 仰自９●Ｓ 攜|こい かすよjlこ廴てＵ ４ い ，
生徒SVTPP ②　指導案-2
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早 ｌ 活 勠 掴4Eのlli
専入
１． ｒ甦い やりJう て訶か 蕚える，
・sS 吻 り を感じ たことみM
I予皀・ 舞キ ？ー－ 卜I
･a 貫・μ まり・ 黔け含い
・詞と力肖怜･ 哨り ているとき耽けちれた
心 手力こと を４ える･ 優しさ
ｏ 血分か傴孰や皀まで 考え､豬安き癨
5，
0 斟･ やＭこり いて､倣爿 を遇廴て参
瞽することを齋鴣きせる．
鴛
奠
２．鈿 卩 み んなめ.畋桍ちj を配布叭 輒訝 ずる，
ｊ． 登膓人肖 刀磚廼
fc£3' ･ ・ 主人 公
光可・ ‥ 卜 也ゐ罵咎ｌ
リ わ ‥ ｔ 抱の阿at ，とア.心 奏 者
卜 ａ 乃冫 アズ癶生仮
声 皿を 者‥ ヽ野埣在･ｉ 乃五生
４．リ 夸が６既に甘 瀝をしてい るのを1 た 扣Ｕ 口χ 絏
ちを４ 太Ｒ 孤する，
5. ｸﾞﾊ－:りしなり ．Ｒ 磧奎1冖i･やいた 仗力 「和也
･HitS  i#*Jj
6、 ハ ープ 冫詢されたｔ 見を発寰 する，
０資卜P3 卜 末のr ～なに1ﾀなﾞぐつ1:
やい 叭 八 鳴 は箆示し ない ，
０ それ ぞれの 立鳩も驟萼1:扠 認して
おく 、
０ ｼﾞ今叫1 麌に叶す６皀い と丹力を
皿Ｓ させる，
Ｑ ゲ£一ノ で話し合い一 恫こ戈とめ
卜 ，
１　 そ れぞ れ､曲さ れた1 羃の1 の氛1･ ●ぇてみょぅ．
･哩自まで考ｔる,４ どうして、そうｅぅ劼 、
７．１その枷 司，1り皀jl~j lj踞乃貰料 皀碑む，
a. 今日 力￥陟で扣U4:叭けいとこ とを角え５
り卜 眦か攻 拏昨 心 だｌ 倉そぉ 扠､氣
Ｍの 雰色気11齠 ４゛ 執f‘･呪き 心こ と
1'字揉 世5,掫 驚蔔t･釐lr ふを司1 ぱ
ｌ 爾ヌe･1.篦冐彳る}
|r 絢び魯Ｍ なったのと且塒に，n 賀μ 撼ぺなり た亅 聆皀は
どぅぃ ぅ葱ぃだ 以 ○か?
・１分卜と３た口fctSffしたごと.
みヽんな６曳艸りl砲ｌ廴廴
鮓末
叭 まとめ
・ 思いやりとは 、佃f の立場や耳鬯夕?こ とを匆えて 行
畊才 ６こ と，
○十目は, 和ｉ のま渮に泱 卷れた,Ｓ
力ｎ卜jリ ラス みん なに通客をか け
たこ とを おきえる，
徙押しＬてり15 のXI，ih りの 餽曵でよi. その旨讒 をうく れ６ｔ ｉ を大瓠に したい，
攪４ によたって
口 ● か 多 い2 ￥ ４ の わり に 、 良卜 とに 趙 駕する
こ１ が望まＬい，
・ 真日!･ ４々 ナヌsこ11たらａ．僵人のでチ･｛ －ｙ･ ンjlT がりｔ 眸a 一 目で, そのｉ 力Silj 大
も 弋夐わるこＵ 哨 る，さらlご.佃λがみゐ なａ 二１を穹 戈１ よ･3そ！ｓ 鳬iこ4r･た祠に ，儷Å
・1･･碵･が自１Ｌ 輿!lとＬてめ ま１１ りjtＳく なること を￥ｉ ａ爐る.
・ ●力防 止･・ 防プロ グラム!〃 萬１rf9 てぃるので, フン ガーフｌ ジメンFI 包ljのコｙ ｝ｐ
一 司 ができな かづたこｕ Ｉ．大きな伺鹹 を起 こt たS･ｇ をおぎ,tる，
・ 諌平でｌλ 公が, 恚棡 を抑えて廁鐔ｔ６ こ１ で，良!xのｌ 雛s･ブう３， と奠を 廴たこと1３fj
も糲いお99111j. そこ１１９ でｘ づくこ とが．自刄を崘長a せ6 －９で由 るこｔ
生徒SVTPP ②【資料1 】生徒SVPP ②【資料2 】
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生徒 ＳＶＰＰ③･1
アンガーマネジメント
l枹奪の無明
学 胃　４　斷 軟醇の戈艙
導入
１ ．「 アｙ 叭- マネ ジメ ント」とは何か を 紲る，
Ａ４ １７ Ｍｉｇｌｓｌ ａｔ
Ｑ．あり μ Ｆレス ）の４ 倫 を今え る，
プラ ス？ マイナ ス？
０ アン サーヽ 吸 引 の7 ネ ジノ ント 濱 莖j
を ｝レ ー=こン グす るこ とを！ Ｗきせる ，
０ ●し く 今えず に,気Siに ｝レ一５ ン グをぉ
こ なえ ろλ爿 こ合げ る，
０ 怒 り（ ス ）レ刈 のｇｉ は 全て マ･ぐナ スで
は ない ことを 押さえ る，
躾
阿
3. 資 料１を 足布 する，
寮喜怒 貫案,りl政 宰 を 書い て みよう
卜胄 ほ 岬. の 齔X 字 を見 てみ る
４ ． μ･ －フ ングを すう ，
･Dア ンガーｐ グ
Ｑ アンガ ーし4 ル
Cijア ンガー 匁竚
4准 鱸
１ 呼･ 幽1 セカン ドヌ 尹グ カ
５ ．皿 糾２ 配布
ｉ フビ リー ブを 毒える ，
１ 皿分も 怒 ９（ ヌト レ 刈 に ゴア ビリー プμ
孵い かを肖 夊る ．
泰今え方 の亶 皿 金･考えご みｔ ，
01 畧e 哀 剩 の 紬文 字だけ でもM1 も で繦
じ るも のがあ るこ とｔｌｌ ぎ せる．
０ 墹 皀の 鈿文 字を 見る こ とで何 かを 感 なさ
せ る。
○自 分･f･怒り（ス ）レ7･）を 周愿 と袙 晩し な
が ら考 えさせ るこ とで.ひ とり の μ 一 二
ン グと なる，（i 掩に は矗 扱に畑ら せ る）
０ 区 りを 番くと きの 秣ｌ とし て, 蛙人の 鰔人
名 を書 かない よう 匕扨皀 させ６ ，
０ ＃ アビ リーフt 巳 い込 みＭｉｅ りの 氈9 の
ひ とう で ある こと４･ 洳 本する 。
０ 考.廴方 も匈Ｓ と扣 暇するこ と で.簡 たな碑
梵をさ せる、
拈末
６． 拿とめ
’4哇 やっ た「 アンガ ー７ ネジメン ト」 を籥
覧すら 、
，晒藝 刀姐り 返りを 書く ，
OS り 力屯に ｏ櫑 肌 こ司 匯lリ 葛ずJ こ とが
ア ンガ ー７ ｙジ メンF に な５こ と を勾 ら 廿
乱
生徒SV ‾PP③-3
ト レ ー Ｓ ン グll ア ンガ ー 分 忻l
その 畩 り （ス ト レ ス ）を 分 訝 しま し よ う,（ の と霤 琴を 入れ る ）
狃９ にと づて
皿昊でな い
白 州 こ と っ 刄
重 蔓
7 F バ イ ス
’ ･●■ a l ･ ● ●● ･ . 甼¶ ･ ･  ･ - a ● I ･ ･ a a a a  ･ , ■ a ･ I ● ■●● ■ ･■ ･■ ■ I● - ･ ●四 ● . ･ X a a ･ ･ ･ a ■ ● I I - ¶ ●●● ･ I - ●●← - I ●■ ● - ･ ･ , a ･ , l ･ ●¶¶ ■■㎜● ●■ I r ･ - - ･ - ●● ･ ■ ･ - ･ ,
A ； 白 細 列 力 や 支 筱 で 雌 を 責 え る こ と が で き る ｌ り （ ス ト し ス ）
． 　 　 　
１
Ｓ ： 自 分 1 1 ま ど う に も な ら な い 窓 り （ ス ト レ ス ）
．
受 籵 入 れ る し か な い
． 　 　 　
Ｉ
Ｃ Ｉ 畳 凭 輿 且 は 高 く な い 即 り （ ス ト レ ス ）
，
轢 子 を み て 坎 Ｘ を 貪 え て み る
． 　 　
｜
ｐ ｌ 憮 む た け 厶 ダ で あ る 細 り （ ス ト レ ス ）
．
考 え る の を や め る . 　 　 　 　 　 ！
･ ･ - ･ ●●■ ･ - ･ ･ ● ● ･ ･ I ㎜■■ I I I ■■■ I I ■¶ w ● - , - ●● - I - ･ ㎜ ･ I I ■ a a - . l a a ■■ ･ ･ ●■ ■ - I - ●●■ | . ●●㎜㎜ - , ･ ●● ■ I I I ■ ■¶ I I I ■■㎜ I  I ･ ● ･ ■ - | - ● ●● - I - ● -● ･ - ■ -■ ■ ･ I I ･ ･ j
ト レ ー ｇ ン ダ 印 I S I I
冷 l に 考 缸 み て , そ ・ ｌ り ｛ ス Ｈ , ス 3 は あ な た が ● り . ● を 禽 て る だ ･ t の
価 箘
は あ り 乱 た 捫
Ｉ ｛ ・ S 　 ・ 　 N I ｝ Ｑ ｛ 7 1 1 ・ 　 Ｎ ･ ｝ 印 ｛ ｓ i ・ 　 N a ｝
｝ ｋ － S ン ダ ・ l セ カ ン r ス テ
タ
プ プ
リ
ダ ラ Å よ り ｌ
趙 り （ ス ト t , ス 1 を 惑 Ｃ た も
・ ● ｌ ｌ
｜
．
岫 り |
こ よ る 倖 の 武 齔 を ● じ 取 る
2 . 巾
１
く り と ３ 髓 犀 獰 麕 す る
S . 麟 を Ｓ ま で 康 え る
４
．  
１ 罵 ち ● け
』 な 1 ! 卩 に
吻 l , て 自 分 に ｌ い 胃 か せ る
生徒 ＳＶＰＰ③-2
－280 一
ｓｍ４ アンガーマネジメント
~ 簍旧ｽﾄ しス)瞎如 鶫~
Ｈ ま7j リカ では, 大 金輿の 萌●1 して. ａ( 馥 われて 洳Iu . 自ａａ ●Ｉ コ ントｕ－ ルと 廴
て．１ てII 矍t き おてい るプ ロダう ムです4
轌c め に1・ てお ●ま すか,７ ン ガーll り3 蜀 纒攜 漿す祠て が14 ナスｉ は なＧ Ｉ り
耋パワ ー|乢 て溏劬 耋する ことも あIJsｔ,t か し, 多くのl りｅ ●佃|μ イ 少スに はたら
こ と も あ り ま す ，
哀
そ の７ ンガ ーのｌ 傭を夕し で も, 合分の● でＸ い1 方向へ と鯛ｌ･ コ ンHI 一ル するた め
の ト レ ーj
， 下 司 惑 ！
盲
玄ず、 の 睛を衷 楓する 叙 吸 戈動 を 円心に 釟 てヽ みよ う１
怒
ト レ ーニ ン グ ②｛ ア ンガ ー レベ ル|
そ の 箪り （ ス トレ ス ）の レ ベル を 書き こ ん でく だ さい ，く皐ａ ｊrl ）
竺 言已ぎ 竺
生徒 ＳＶＰＰ③･4
コ ア ピ ジ ープ （ 斟･ 込 み） と は ‥ ・
ｇ り を左 哨, るも のに ，ｐ フ ピ9 － フが あ り ます, コｙ ピ11－ フ はＢ た ち が 普眼 叭; てい
る も の, 判 梟のｔ 準;乢 てい る もの で す， 例 えぱ ，「li 対 籾･ な1･ むの 」で あ るとか ，| 先
ｌ の 命 徊 丿詒 笥に 鬪か41 川 ぱ いけ な い| だ と か. 鈿Å 田 鰄値 甎やｌ 定 觀ljl り くり11扎
て い る もの でｔ か 峡ヽ えjlぱ 欄 人のＳ 心 み と§ え ま す，
ま と め
今回 こ仍 アン ガーマ ネジ メント 擂 襴力斤 亀の予 防, 飽止の プ卩 グラ ムと 廴て蕀 いまし た，亀 た ち
1ま●ｌ を１ ント ロー ル絢肇 ずに 黜り を貪すλ|=肖 １て ，● 躙した 叭 喪心し た･に て鸛 するこ１ 畭
あり まｔ ん. そ● 仙ｌ､ 大● な 人がＳ れてｐ・ た り， 俚箏 を饉ぜ てもら 大命 か．た りとい うこ ＆に
t Ｓ りか ねま曾 ん, 雙|二● 爾 皐ll り や量り とい ．た 圃訓 を合ｇ で コンMI 一 ルで きない こ 七S¶翩
鰆1 ● 畋 を忿こ す壗自も ●（ あり ますl
こ のフ ンガ １ー ネ ジメン11 ま日ご ろＳま 甅で， 皺 か立っ1 畸や とてもｌ う た糾 にＩ Ｓ 廴て冫iてく
だき い， 夕しず つ かし －Ｘ ンダ す ることで ．錐 もか必 ずでき るよ5 に なりま す, み匆 きんがハ ツt!
-| こなる ために 贔霽,l･ り 入れて みて くださ い．
あ な た の 曚 り は ど う で1, た か ？
生徒SVTPP ④-1
叭？; 如 グワj､１
非 行 干 防 ・ 防 訛 エ ク サ サ イ ズ Ｉ
･一 非 行 を知 ろ う ヽ
こ れ ま１ ３● に 暴 力 予防 の ブ卩 グ ラ ム を６ つて き ま 廴た 帆 今 回 は非 行 予 防･ 姑 止エ ク サ
サイ ズ を 行い ま す ．で は 、 専fiと は ‥ ・ 胸で し よ う ？ 細 魯｛ 大ｕ ｌｌ に よ る１ 「 糖 少 牟
の. 社 食の 決ま り など に そ む く斤 為 」と あ り ま す、 い わゆ る 、琺 褥 を 舳 る行 ａ でI! ●の こ と
を 糾i とｌ い ます 、
で は 、 ど ん なこ と く 学 ●し ま し よ う，
生徒SVPP ④-2
＠お もなｌ ｌ （ 非 行） と剄 舸
酊暃の翕眸 麻祠の重さ 法卿の名郤
放火（昧居の壜龠）死刑・撫斟ＳＱ・６年以上の扇没 剩淦心 条
侮書 10毎以下の尊役・3寸万円以下のｎ金棒 婀羞恥4東
雎行 ２年以７の懲投・30万円以７の瞑金町 剛溘2匈灸
髯迫 ２年以７のla ・30万円以下のｌ 金町 刺ま竝2粂
球 IQ年以下の羣晩 剌渣249彖
窃盗 10年以下の昂没 剥ま?芻粂
強盗 ５年以上の聡ａ 剿法2跖粂
強盗蕈死糲 （筒書）鉢誥悪投・７年以上の懲役
（天亡｝死刺 無ヽＭ霤役
刑法24心象
刃物の擠巒く刀溘
り6 哺Uよ）
１年り上彷ｌ 俛･匐万円以下のｌ 金 絖刀法所掵吽巾柚
嶐豺梟
覚せい剤使同・所
片･鑰踈など
10年以Ｔの懲投 覚せい剤取締ま
酋枸椣壗 ３年以下の懲役･3り万口7のＲ金棒 別法284梟
・ おも に哦 人を刈 彖と する 蛸分， 少年は 直進 皿判断 からＳ 寥盲 送致とな った 崎合に 封拿 となる ，
０ 少年 の 処 遇の 食 れ（ 概 矍）
一 一 - - 一 一 一一 一 一
ｏ これ から 去翩な こａ 畭 ‥ ・
蠡 斤が１ ４ で，１ 牟 鵑や 綸ｌ にλ 鹹し た少 年が。 自分 かし1=こ 七を耳り！i た鴫 に耨 匐を「 驥の
伸 かｓ かつた か ちJr 夊1 が分 か。て ４れ41 吻 も亅 噂 閾と 仭關価 が1 れ叭･ から」 とい うＩ ｘ が
潤か111 す．ｕ ＩＬ ．こh り 自９ のし た６ 屬から ，ｌ を そむ けた輿 甘ll で す,ｌ りの１ 瓊が どう
で あ れ,●刄 のfi飃|=糞偃袰 桷ち傭 人に 礎瀘 を纃けない こと が, 癬fill へ● ま叭 嘸 と なり 拿す，
少 年・ １１ では ● 龕臚芻昌 司l 晝奮 がいて ，ｓIこ傭分 する だ11で なく 少年の 鐸睾 瓮皿 食耋|こ脅え
うと してい ま す､ み んな がすぺさ こと は 、 こ れか らの
-  281 －
ワ ー ク1 瓢 軅 （ 奔fi ） さ が し 」
次 に あ1ずるfiuft に つt･ て．ｌｌ くな い こ とjl 麕い こ とＪｌｌ い こ 亠の 中 で もｌ ｌ! 非 斤 ）
に な る ことJI こｑlj てポ ウ クス に 傭 号 を入 れて みよ う，
al みん な が 持 ちｉ ん でい る爿 に ， こっ そ り と 飼りiあむ，
･lj 相手 が 賈に くる こ と を 攜 つと13 でｓ る 。
ｌ お 零襴 りが11 佝 喞 こ立っ た11 に ，● 車 で 鑰を ゆ ず ら 叭･ ，
ｑ ｓ 讌が あ っ たの・ ， 大 切 な予 ス トを 鋒.む.
⑤ 釈 銷に 何 日 も放 っ てあ っ た 鯵 か の自 転 車 を 艚手 に Ｍ ち睇 る ，
⑤ 友遠 の 万引 きが う まa1 く よ う に見 留 り を する ，
勿 困っ て い るμi い たの に ．ｓ い でい た から 知 ら ん ふり をす る ，
‘11 スポ ー ツａ 甘 合で ， わざ と でlj 叭 相 手と ぶつ か り， ケ ガ を さ せる ，
＠ 蹲も 叭 ’の に ナ イ フを1･ ら 癬 Ｇ
● 冓 皿母１ 襴 顫し てい たら ， 合 にｌ が 龠 が って き て ．Ｄ か れ そ うに な る ．
暴力行為に関する意識調査（教師）
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こ仍ｱﾝ
ヶ吋 は研 勣こ員 す1 皿月 昌飼皿外は 一悔悛い ません匈でご 安心くだれ ，ヽ
それぞれの濔いに､あてはま１ ●号一つ1岶 ｌ つけて(だSい，
４＆　鱸　・　 ●　 ふＦ　 ｆ
擂W ゛t(ぁては倉 髷罌 1嫻 ざ
ｌ口を羃う人が睿いと画う
叩かれたら.叨きかえす
友遠の考えにＳ成でき机Q4 は､はｩきり貫う
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女子を対象としたプログラム前後の平均値
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